
505

　
　
　

敦
煌
秘
籍
留
賀
新
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
國
三
十
六
牛
九
月
姻
泣

　
　

１
瞬
大
學
資
眉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　

一

　

゛
’

　
　
　

？

　

。

　
　
　

－

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
下
ニ
ｔ
し
ぶ
・
タ
Ｊ
イ
。
ア
蔡
。
こ
Ｉ
盾
九
十
葉

…
…
″
一
万
毫
北
大
學
教
授
神
田
宣
こ
郎
氏
が
、
昭
湘
十
年
か
を
。
画
年
の
フ

l
＾
＞
^
　
Ｋ
遊
學
キ
こ
Ｗ
．
Ｌ
オ
氏
画
物
来
に
か
か
＾
ｔ
＞
･
ハ
″
’
欧
馬
偏
書
館
管

蔵
五
敦
煌
遺
書
を
１
も
Ｉ
撮
影
し
て
諮
ら
れ
た
の
’
ば
、
。
す
で
に
學
界
周
知

の
と
と
で
為
る
。
一
首
い
４
　
の
也
緒
ぢ
る
圓
１
　
な
ど
は
い
ろ
い
ろ
な
因

瓊
が
凛
強
く
ダ
外
國
人
に
と
っ
ｔ
貴
霞
肩
書
の
撮
影
々
ど
Ｊ
４
な
ら
ぬ

ぞ
齢
を
ヽ
苦
心
惨
謄
ヽ
多
数
の
善
本
を
フ
ィ
ル
ム
に
攻
め
ら
れ
た
±

１
　
灘
Ｉ
富
時
間
く
も
の
を
し
こ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
譜
朝
後
、
早
速
そ
の
う
ち
の
逸
品
六
十
三
鮎
を

選
禅
し
て
寫
侃
版
に
』
附
し
、
『
敦
煌
秘
籍
留
厦
』
上
下
二
巻
を
編
し
て

知
友
に
頒
た
れ
た
。
そ
の
撮
影
の
正
確
に
し
て
印
刷
の
鮮
明
な
る
I
　
≪

こ
。
と
に
留
試
の
名
に
背
か
ぬ
も
の
で
声
っ
尭
。

　
　

グ
ヽ

　

し
か
し
右
書
に
牧
め
ら
れ
た
影
片
は
'
　
i
＾
i
f
i
e
代
表
的
部
分
一
葉
乃

至
二
葉
で
あ
っ
て
、
全
貌
を
窺
ふ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
・
そ
こ
で
さ
ら

に
三
十
三
鮎
を
擢
ん
で
全
巻
を
＝
ロ
タ
イ
プ
版
二
百
九
十
葉
に
収
め
、

こ
れ
に
詳
密
な
る
解
脱
を
附
し
て
刊
行
せ
ん
と
さ
れ
た
。
寫
嗅
版
は
す

で
に
内
地
で
印
刷
が
成
っ
て
茎
北
に
逡
ら
れ
、
未
装
訂
の
ま
ま
大
昂
分

附
題
画
書
館
の
う
ち
に
積
ま
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
。
る
。
し
か
る
に
東
亜

の
餓
雲
は
日
に
濃
く
、
先
生
は
昭
和
二
十
年
一
月
内
増
に
引
上
げ
ら
れ

た
。
そ
の
と
き
寫
仮
版
の
複
製
な
ど
も
っ
て
諮
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

い
ふ
士
で
も
な
く
そ
の
も
と
の
フ
ィ
ル
ム
が
印
刷
の
た
め
内
地
に
お
い

ｔ
あ
る
か
ら
ｔ
ｔ
つ
だ
・
｛
ど
一
元
刄
恥
に
は
’
か
ら
ん
弐
そ
玉
ぼ
哀
蓼

齢
刷
ｔ
場
’
ご
っ
・
の
馴
軋
訟
紛
失
し
・
ぐ
に
Ｔ
つ
ｔ
ゐ
だ
孚
紅

な
・
マ
遊
眼
中
の
・
苦
脊
水
泡
太
１
　
し
た
先
生
″
失
望
落
謄
は
推
し

て
察
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
し
‘
一
…
…

゛
Ｘ

　
　
　

Ｉ

　
　
　

嘲

　
　

・

　
　

。
』
Ｉ

　

Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｘ

　

し
。
か
し
毫
北
が
中
華
民
１
　
に
療
友
さ
れ
・
國
立
驀
蕎
大
學
と
な
っ
て

か
ら
阻
大
學
の
。
手
に
よ
っ
て
こ
れ
が
整
理
さ
れ
、
「
敦
煌
秘
遺
留
佩
新

編
」
の
名
で
刊
行
さ
れ
る
と
い
ふ
朗
報
が
、
大
學
開
係
の
引
上
げ
者
に

よ
っ
て
報
'
･
J
p
i
＊
れ
、
そ
れ
に
附
せ
ら
る
べ
き
許
壽
濃
氏
の
序
文
が
國
立

憲
跨
大
學
校
刊
の
第
二
第
三
第
四
期
（
民
國
滑
六
年
十
月
十
一
日
）
に

分
載
せ
ら
れ
た
。
ま
た
寫
質
版
は
爆
撃
等
の
た
め
に
一
部
散
服
し
て
を

つ
だ
の
で
、
桑
田
六
郎
、
中
村
忠
行
爾
氏
が
瀧
後
し
ｔ
整
理
に
雷
り
、

不
足
部
分
二
九
二
六
枚
を
影
印
補
充
し
た
と
い
ふ
こ
と
、
一
部
こ
珊
、

四
百
部
を
刊
行
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
報
ぜ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
。
昭
和
二
十

三
年
九
月
。
つ
ひ
に
こ
の
書
一
部
が
引
上
げ
の
日
比
野
信
一
教
授
に
よ

っ
’
で
先
生
ぴ
手
許
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
既
報
の
ご
と
く
、
そ
れ

は
立
派
な
二
厚
蔀
で
。
、
補
充
ざ
れ
た
寫
餌
も
存
外
に
よ
く
。
巻
頭
に
は

許
氏
の
序
文
に
先
立
っ
て
校
長
陸
志
鴻
氏
が
序
を
書
い
て
御
田
先
生
の

功
績
を
柵
揚
し
て
ゐ
６
。

　

左
に
そ
の
目
録
（
数
字
は
ペ
^
･
ｋ
目
録
番
読
）
の
み
を
記
せ
ば
。

　

上
巻

古
文
倚
書
夏
書
萬
貢

同

　
　
　

’
商
書
盤
庚
上
中

同

頭
韻
‥
饗

゛
（
三
四
六
九
）

　

（
三
六
七
〇
）

　

（
二
六
四
三
）

-77-
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同

　
　
　
　

難
諮
百
て
宍

　

（
二
七
四
八
）

同

　
　
　
　

周
書
秦
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
九
八
〇
）

今
字
恂
書

　

虞
書
尭
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
〇
一
五
）

同

　
　
　
　

周
書
多
方
、
立
政

　
　
　
　
　
　

（
二
六
三
〇
）

論
諸
集
解
魏
何
晏
撰
微
子
、
子
張
ご
苑
日

　

（
二
六
二
八
）

論
語
義
疏
梁
皇
侃
撰
學
而
、
篤
政
、
八
倍

　

（
三
五
七
三
）

孝
経
注
未
詳
撰
人
名
氏
に
心
、
孝
治
、
つ
二
三
八
二
゛

嶮

　
　

記
漢
鄭
玄
注
大
傅
、
少
儀

（
三
三
八
〇
）

春
秋
穀
梁
傅
集
解
晋
厄
寧
撰
七
ほ
づ
　
　
心
年

　

゛
二
四
八
六
゛

春
秋
左
氏
傅
集
解
晋
杜
預
撰
宍
四
七
八
八

　

゛
二
七
六
七
゛

史

　
　

己

　

・

　
　

翌
‐

１
　
蔡
世
家
、
伯
夷
列

傅
、
燕
召
公
世
家

帝
王
論
略
唐
宿
世
南
撰

下
巻

老老

子
上
篇
道
癌

　

下
篇
臨
脛

子
唐
景
龍
三

訟
粁
篇

老

　
　

子
下
篇
徳
経
唐
天
宛
十
戟
鈴
本

老
子
化
胡
経

老
子
開
題
唐
成
玄
英
撰

荘

　
　

子
督
郭
象
注
大
宗
師

（
二
六
二
七
）

（
二
六
三
六
）

（
一
一
五
八
四
）

（
二
三
同
七
）

（
二
四
一
七
）

（
三
四
〇
四
）

（
二
三
五
三
）

（
二
五
六
三
）

同

　
　
　

同

　
　
　
　

外
物

　
　
　
　
　
　
　

（
二
六
八
八
）

道

　
　

書
未
詳
書
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
二
一
三
）

同

　
　
　

同

　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
三
九
六
）

文

　
　

選
揚
雄
、
劇
秦
美
新
論
、
班
固
典
引
（
二
六
五
八
）

同

　
　
　

王
倹
緒
淵
碑
文

　
　
　
　
　
　
　

（
三
三
四
五
）

濯
冤
記
北
斉
顔
子
推
撰

　
　
　
　
　
　
　

（
一
元
二
六
）

舞

　
　

譜
未
詳
撰
人
名
氏

　
　
　
　
　
　
　

（
三
五
〇
一
）

毛
詩
。
曹
１
　
徐
唐
撰
七
一
丿
一
十
六
、
十
七
、
（
三
三
八
二
）

楚
辞
曹
隋
霧
亘
躊
撰
離
騒

　
　
　
　
　

（
二
四
九
四
）

爾
雅
注
督
郭
瑛
撰
霧
天
、
霧
地

　
　
　

（
二
六
六
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　

霧
丘
、
霧
山
。
霧
水

　

（
三
七
三
五
）

文
選
曹
未
詳
撰
人
名
氏
作
鋤
Ｅ
匹
皿
『
限
（
二
八
三
三
）

　
　

一
切
経
看
義
唐
輝
玄
團
撰

　
　
　
　
　
　
　

（
二
九
〇
一
）

　
　

こ
れ
ら
は
悉
く
未
だ
か
つ
て
寫
艮
ぼ
と
し
て
は
公
刊
さ
れ
な
か
つ
だ

も
の
で
あ
る
。
一
鰹
、
敦
煌
古
書
の
寫
貝
版
と
し
て
い
ま
ま
で
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
は
、
故
羅
振
玉
氏
の
「
鳴
沙
石
室
温
書
」
「
同
侠
書
綬
篇
」

　

「
鳴
沙
石
室
古
籍
叢
残
」
等
二
三
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
や
は
り
同
氏

の
「
敦
瞳
石
室
遺
書
」
「
敦
煌
石
室
砕
金
」
、
蒋
斧
氏
の
［
沙
州
文
録
］
、

劉
復
氏
の
「
敦
煌
擾
現
」
等
は
、
い
づ
れ
も
妙
耀
を
活
字
に
附
せ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
文
字
の
麟
誤
あ
る
を
保
し
が
た
い
。
本
書
が
文
字
通
り

― 78 ―
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留
嗅
だ
な
鮎
に
お
い
て
’
内
容
｛
の
賎
選
さ
れ
。
て
ゐ
る
鮎
に
お
い
て
第
‘

等
の
貴
重
な
る
資
料
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。
中
Ｐ
-
r
Ｐ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

■

　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

皇
侃
の
論
語
義
疏
。
成
玄
英
作
老
予
開
題
、
郭
瑛
心
爾
雅
佳
晋
一
七
三

五
読
の
部
分
な
ど
偉
先
生
の
１
　
査
の
際
、
始
め
て
頒
見
確
認
さ
れ
た
も

‘
の
な
の
で
あ
る
。
王
重
民
氏
の
「
巴
黎
敦
煌
残
ｍ
斂
録
第
一
輯
」
逼
『
一

に
は
、
こ
め
論
語
義
疏
の
こ
と
を
述
べ
て

Ｊ
れ
が
久
七
か
ら
ず
’
神
田
氏

に
よ
っ
て
影
印
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
記
し
て
ゐ
る
。
、

　

内
容
の
‘
紹
介
の
ご
と
き
到
底
私
の
な
し
う
る
ひ
こ
ろ
で
。
ほ
々
く
、
い

　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　

ｒ

　
　
　
　
　

４

ま
こ
こ
に
は
本
書
問
行
の
来
歴
を
詔
介
す
る
に
止
め
る
。
た
だ
本
書
の

わ
が
國
に
渡
来
す
る
こ
と
匹
‐
お
そ
ら
・
く
少
い
で
あ
ら
う
こ
と
を
遺
憾
と

ナ
な
も
の
・
で
あ
る
。
思
へ
ば
中
國
か
ら
ブ
ラ
ｙ
ス
に
渡
勿
、
そ
れ
が
日

本
人
に
よ
っ
て
撮
影
さ
’
れ
、
つ
ひ
に
ま
た
中
國
人
の
手
に
よ
り
て
刊
行

さ
れ
る
と
い
ふ
。
数
奇
な
運
命
に
も
て
あ
そ
ば
れ
＆
敦
煌
の
遺
書
で
は

あ
る
。
敦
煌
遺
書
護
見
五
十
年
心
紀
念
于
べ
き
年
頭
忙
雷
っ
て
ｔ
。
の
一

文
を
草
し
え
た
こ
と
を
喜
ぶ
。
一
二
四
・
‘
・
一
五
＼
〔
日
比
野
丈
夫
〕

江
上
波
夫
著

　

゛

　
　

ユ
ウ
ー
で
ア
古
代
北
方
文
化

　
　
　
　
　

昭
和
二
十
三
年
八
月

　
　
　
　

・
Ａ
５
則
’
四
○
二
頁

　
　

‘
京
都
、
仝
國
書
房
刊

圖
版
三
四
葉

　

價
三
五
〇
圖

　

城
廓
都
市
を
中
心
に
華
か
な
る
物
質
文
明
を
頒
展
せ
し
め
し
南
方
農

耕
定
着
民
族
と
草
原
荒
野
を
舞
毫
に
諏
筝
的
な
る
集
團
の
力
を
頒
揮
せ

し
北
方
遊
牧
民
族
が
抗
争
す
る
こ
と
に
よ
り
、
梢
―
屯
す
れ
ば
停
滞
に

陥
ら
む
と
す
る
夫
々
の
固
有
祀
會
が
相
互
に
刺
戟
を
蒙
り
て
漫
展
す
る

～
て
ぶ
女
醍
吸
薦
ぐ
十
雑
世
紀
イ
ス
ハ
ラ
ム
の
嘸
史
家
イ
タ
ｙ
・
パ
ル
ト

　

ウ
ー
ｙ
に
よ
り
’
北
ア
フ
リ
カ
の
諸
良
策
に
就
き
示
唆
せ
ら
る
る
と
こ

　

ろ
あ
り
、
故
白
鳥
庫
吉
博
士
は
、
ﾕ
ｰ
■
I
M
フ
ｉ
v
ヤ
大
陸
に
跨
る
ｔ
７
　
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ

　
　
　
　
　
　

ｆ

　

ダ
ル
タ
イ
語
系
諸
眠
族
全
般
に
亙
る
包
括
的
研
究
の
絲
聊
と
し
で
、
東

　

洋
史
の
装
展
の
外
的
契
機
の
こ
。
こ
に
在
る
を
提
唱
せ
ら
れ
た
り
。
本
書

　

は
、
博
士
の
高
弟
に
し
Ｉ
で
牛
生
を
匈
奴
史
研
究
に
軋
げ
ら
れ
し
江
上
教

　

授
が
、
雄
大
な
る
史
顕
の
下
に
、
博
士
の
所
論
を
更
に
綿
密
。
に
分
析
し
、

　

そ
の
方
法
論
上
の
峡
を
補
ひ
て
一
歩
を
進
め
ら
れ
し
、
諸
論
文
を
緬
・
め
、
。

　

ユ
ウ
ラ
シ
ヤ
古
代
北
方
文
化
史
研
究
の
導
標
を
打
樹
て
ら
れ
し
も
０
な

　
　

爾
来
、
北
方
民
族
の
文
化
は
、
唯
南
方
諸
民
族
に
顧
著
な
る
影
響
を

　

具
へ
し
場
合
に
の
み
そ
の
。
價
値
を
聘
め
ら
れ
、
研
究
の
對
象
と
せ
ら
る

　

る
も
、
爾
脆
の
場
合
に
は
問
題
の
外
に
置
か
れ
、
華
か
な
か
對
外
装
I
S

。
の
場
合
。
に
、
一
時
的
に
急
速
に
文
化
の
進
展
見
ら
る
る
も
、
之
を
過
ぐ

　

れ
ば
、
再
び
元
の
低
文
化
の
生
活
に
澗
元
し
そ
の
文
化
停
滞
す
、
と
？

　

史
観
が
支
配
的
な
り
き
。
本
来
そ
れ
自
控
の
み
に
て
装
展
せ
る
文
化
の

如
き
は
存
在
し
得
ず
。
必
然
的
な
る
内
部
よ
り
の
頒
展
の
契
機
と
、
可

能
的
な
る
外
部
よ
り
の
頒
展
の
契
機
が
存
し
、
之
を
結
合
す
る
に
、
偶

然
の
機
あ
り
て
、
。
始
め
で
歴
史
的
事
件
生
ず
る
な
り
　
０
本
来
、
不
和
な

る
純
遊
牧
生
活
を
巣
め
る
匈
奴
が
、
四
方
ア
ー
ル
ヤ
系
諸
族
の
鋳
銅
技

術
と
青
銅
武
器
を
受
容
す
る
と
共
に
、
好
脹
的
な
る
騎
馬
民
族
と
化
し
、

華
夏
民
族
と
季
ふ
に
至
り
し
如
き
（
九
－
十
三
頁
）
ヅ
又
全
感
期
の
匈

奴
の
軍
縁
が
、
翠
于
の
總
帥
下
に
、
軍
備
を
察
備
し
、
軍
制
の
一
部
に
。

於
て
、
封
建
制
を
採
用
せ
し
は
、
漢
の
降
将
を
通
し
、
中
國
の
制
に
倣
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